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＜表紙写真＞
「広島市の河川環境の魅力をリバーツーリン
グをとおして体験する」

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事
業（COC+）」の地域課題演習で、太田川に
てスタンドアップパドルボード（SUP）を体験
している様子。COC+の地域課題演習は
「SETOUCHIの海の魅力を見つけよう」など
6つのテーマで構成され、「広島市の河川環
境の魅力をリバーツーリングをとおして体験
する」はそのうちの一つ。
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この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして執筆しました。

パキスタンの現場から
人権と教育を考える

国際学部国際学科2年　三垣 穂菜美
みがき　　　　 ほなみ

　10月10日（木）と11日（金）の３限目に全学共通系科目「平和と
人権B」の講義の一環で、国際協力NGO“HOPE87”のパキスタン
支部代表のショアイブ・ハイダー氏とアフマド・アッバス氏を講師とし
てお招きした特別講義が行われました。学部、学年を問わず多くの
学生が聴講しました。
　10月10日に行われた特別講義では、人権と教育をテーマにパキ
スタンの教育の事例を交えながら、教育とは何か、そして教育と人
権の関係についてお話しされました。
　パキスタンの教育現場で使用される教科書の挿絵には、外で働
く女性の絵があまり載っておらず、男性が外で働いている絵が圧倒
的に多いといいます。こういった教科書の挿絵は、外で働くのは男
性であり、女性は家庭の中にいるべきだというメッセージを発し、女
性への偏見や差別を助長しているといいます。そして女性への偏
見や差別は、女性の社会参加や民主的権利の行使を制限し、最
終的に紛争などにつながってしまうというハイダー氏の話から、正し
い教育は人権を守るが、排他的なものは差別を助長し、人権の侵
害につながってしまうという教育の二面性と教育の質の重要性が
伺えました。
　また、アッバス氏は“HOPE87”の活動では広島で被爆して亡く
なった佐々木禎子さんの話を翻訳してパキスタンの教育現場で教
材として使用し、子どもたちが本を読む習慣をつけることや平和の
大切さを学ぶことにつながっているとお話しされました。
　このほかにも、ハイダー氏らは講義の中で聴講している学生たち
に、教育とは何か問いかけ、意見を募りました。学生たちから出る意
見はさまざまで、教育や人権について講義参加者全体で考えるきっ
かけとなりました。

学生リポート

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail：kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
発行日／2019年12月１日

市大で学んだこと
在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。

―美術や創作に興味を持ったのはいつでしょうか。
小さい頃からきれいなものや洋服に興味がありました。それがきっか
けで美術系高校への進学を決めました。さまざまな専攻がある中で
彫刻を学ぼうと思ったきっかけは、粘土でパプリカを模刻したことで
す。張りのあるパプリカを粘土でどのようにつくればいいのか試行錯
誤を重ねながら夢中になってつくりました。高校３年生の時、国立国
際美術館でみたマリノ・マリーニの作品に感動し、これからこんな作
品をつくりたい！と強く思ったことを覚えています。

―広島市立大学を志望した理由は？
市大に通われていた高校の先輩にこの大学の話を聞き、オープン
キャンパスに訪れました。美術を学べる美大は沢山ありますが、地
元は京都なので、自然に囲まれた広島というまだ知らない土地で、
学びに集中したいと思い志望しました。また、美術高校というある意
味特殊な環境で育ったので、国際学部、情報科学部、芸術学部が
あり、領域横断的な授業をしている市大に強い憧れを持ったことも
理由の一つです。実際にさまざまな学部の人たちと関わる機会があ
り、いい経験になったと思います。

―広島市立大学での思
い出を教えてください。
大学1年のときに参加した
「仙養ヶ原シンポジウム
2014」というプロジェクトが
とても印象に残っています。
およそ２週間の間、広島市
立大学の彫刻専攻とデザ
イン工芸学科の先生、学生が仙養ヶ原に滞在、制作します。私は、
3人のチームを組んで7メートル近い竹を使用した大作をつくったの
ですが、もちろん竹を採る経験なんて初めてで、先生方や地元の
方々に協力してもらいながら取り組みました。
展示会場は開放的な野外空間で、空間に負けない存在感を出す
にはどうすればよいのか考え続けた２週間はとても良い思い出です。
また、先生方や他専攻の学生とも毎日同じ食卓を囲むことで、自然
と打ち解け、和やかでありながらもお互いを高め合える刺激的な時
間を過ごせました。

―課題に取り組む上で心がけていたことはありますか。
気になった展示にはできるだけ足を運ぶように心がけていました。手
を動かして作品をつくることも大事ですが、作品を鑑賞することも同
じくらい大事だと思っています。少しでも多くの作品をみて視野を広
げることを心がけていました。

また、実際に作家活動をされている先生方や、先輩のお手伝いをす
ることも大事だと気付いたのは、１、２年生のときに「対馬アートファ
ンタジア」というアーティスト・イン・レジデンス・プログラムで作家の
制作補助をしたときです。作家として、作品制作に向かう強い意志
と苦労を間近で感じることができました。

―現在の活動について
教えてください。
現在は、東京藝術大学大
学院に進学し制作を続け
ています。これまでさまざま
な素材で作品を制作してき
ましたが、一貫して「人が
立っている」という根本的
な衝動を大切にしてきました。人がそこに立っているという緊張感や
存在感をどうすれば表現できるのか、日々模索しています。そして先
月行った銀座ギャラリー「せいほう」での展示では、“ひとがた”を11
体制作し構成しました。人が複数体いることで生まれる関係性や距
離感について、私なりに考えた作品です。また今回の作品から、顔
にスパンコールを組み合わせる手法を取り入れました。
現在は、修了展に向けて準備を行っています。

―課題や作品制作で行き詰まったときのリフレッシュ法などは
ありますか。
ギャラリーや美術館に足を運んでさまざまなジャンルの作品をみます。
最近では、東京国立博物館の東洋館を訪れた際に、面白い形の
石仏をみてドキドキしました。どうしてこんな気持ちになるのだろうと
考えたり、私の作品をみた人に同じような感動を与えられたらいいな
あと思うと、希望が持てて制作に戻れます。

―最後に後輩たちへメッセージをお願いします。
私は、市大を卒業してから少し後悔している事があります。それは整っ
た留学制度があるにも関わらず、留学をしなかったことです。友人や
先輩が留学から戻ってひと回りもふた回りも成長していることを目の
当たりにし羨ましく思っていました。英語に自信が持てなかったり、海
外で生活することへの不安はあるかもしれませんが、思い切って学生
のときにしか得られない機会を積極的に利用することで、広い視野を
持って自分の特性を生かす方法を見つけられるのかな、と思います。

東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻2年　山﨑 稚子さん（芸術学部美術学科彫刻専攻2017年度卒業）
やまざき　　わかこ

山﨑稚子（やまざき・わかこ）
広島市立大学芸術学部美術学科彫刻専攻
2017年度卒業。
東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻在
学中。

本学の芸術学部を卒業後、東京藝術大学大学院に進学さ
れ、作品制作や展示を行っている山﨑さんに本学での学び
についてお話を伺いました。

作品展示風景

作品展示風景

活躍する市大人
本学では海外学術交流協定大学との活発な交流・学生交換留
学を推進しています。

　レンヌ第2大学では語学学校のCIREFEでの授業はもちろん、大学
内でさまざまな活動が行われており、各種スポーツクラブや構内での映
画の上映会、日本人とフランス人との交流会、大学の寮でもゲーム大
会、ダンス大会などなど自分がやろうと思えばいろんな活動が開かれた
場だったと思います。しかし正直言ってフランスに着いた当初の自分は
来たこと自体に満足してしまい、日々の生活に手いっぱいで自分から行
動することをおろそかにしていたと思います。私の場合はその長い留学
期間の中で、もっとこうしなければならない、こういう事をしようと気付くこ
とができ、日本語クラブや日本語の授業のアシスタント、演劇クラブへの
加入など積極的に動き、何とか実りある留学生活にできました。
　留学のような長期間にわたる挑戦では、途中で疲れてしまったり、何
のために来たのかを忘れてしまうことがあるかと思います。しかしほとんど
の場合、成長というものは一瞬の特別な経験から起こるものではなく、
習慣と化した行動から起こるものです。留学という場は特別な経験を習
慣で行えるいいとこ取りの貴重な場で、留学に来たことだけで満足せず
そこで何ができるのかを
考えるのが大事であっ
たと思います。このこと
は何も留学のような特
別な場だけでなく、普通
に学生生活を送ってい
る今も同じで、自分が成
長するために、日 を々た
だ過ごすのではなく行動
して習慣にしていくこと
が重要だと感じました。

国際学部国際学科4年　水野 椋太
みずの　　りょうた

自分から取りに行く留学

フランス・レンヌ第2大学
（海外学術交流協定大学への学生派遣）

日本語クラブにて（左下が水野さん）

先生と勉強会（右が岩部さん） 議義の様子（中央がハイダー氏、右が通訳の小泉氏）

　私は幼い頃から人見知りで、英語が得意な訳でもありません。しかし、
高校時代の先生の影響でずっと留学したいと思っていたので、「長期
留学の機会があれば、絶対に逃さない」と心に決めていました。そのた
め、今回の募集を見て、迷わず申し込み、市大初の派遣留学生としてマ
レーシア科学大学（USM）で勉強しました。
　マレーシアを選んだのは、異なる背景や価値観を持つ人々が共存す
る国で生活し、その文化に触れてみたいと思ったからです。マレーシアに
は、私の拙い英語でも一生懸命伝えようとすると、真剣に聞いてくれる
人がたくさんいました。会うたびに声をかけてくれる彼らの気さくさには何
度も助けられました。そんな温かい人たちと関わる中で、もっといろんな
話をして仲良くなりたい、せっかく新たな価値観や考え方を学べる場所
にいるのに、失敗を恐れてばかりいるのはもったいない、と思いました。ま
た、コミュニケーションにおける最大の障壁は「できない」という気持ちで
あり、「伝えたい」という気持ちを持って真摯に話せば、うまく話せなくて
も、時間がかかっても、相手に伝わるのだとわかりました。
　自信がなく、不安も多々ありましたが、だからこそ絶対に悔いの残らな
いように、留学中はやりたいことはとにかくやってみると決め、いろいろな
事に挑戦しました。マレー語を学び、マレーシアならではの行事に参加
し、さまざまな人との出会
いにも恵まれました。自
分の成長を実感したり、
自分の新たな一面を発
見したりと充実した1年
を過ごしたことで、自分
に自信が持てるようにな
りました。
　皆さんも自分の可能
性を試してみませんか。

情報科学部医用情報科学科3年　岩部 ななせ
いわぶ

「伝えたい」で壁を越える、自分を超える

マレーシア科学大学
（海外学術交流協定大学への学生派遣）

留学体験記 おめでとうございます
■本学大学院における博士学位取得者（2019年度秋季修
了）

■本学大学院で認められた論文博士学位取得者

■芸術学研究科の学生らが第５回石本正日本画大賞展で受賞
　2019年８月、芸術学研究科（博士前期課程）１年の吉村織那さ
んが「準大賞 第二席」、芸術学部４年の福光透也さんが「石正
美術館長賞」を受賞。

■情報科学研究科の椛島康平さんの論文が「ICICIC2019」
で受賞
　2019年８月、情報科学研究科（博士前期課程）２年の椛島康
平さんの論文が「Best Paper Award」を受賞。

■再興第104回院展で芸術学部前田准教授が受賞、同研究
科の明壁美幸さんが入選
　2019年９月、前田力准教授が日本美術院賞を受賞、芸術学研
究科（博士前期課程）１年の明壁美幸さんが入選。  

■情報科学研究科の黒田明日香さんが情報科学技術フォーラ
ムで受賞
　2019年９月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の黒田明
日香さんがFIT奨励賞を受賞。

市大ニュース
■2019年度特待生が決定
　2019年６月、学部２～４年生の各年次から、国際学部3人ずつ、
情報科学部５人ずつ、芸術学部２人ずつ、計30人の学生が選
ばれました。特待生制度では、成績優秀で、かつ他の学生の模
範となる学生を表彰。副賞として奨学金が贈られます。

■情報科学部の学生がセキュリティ・キャンプ全国大会に選抜
　2019年8月、情報科学部情報工学科２年の河野雄也さんが、
セキュリティ・キャンプ全国大会2019の参加者に選抜されました。

■超高密度気象観測・情報提供サービスPOTEKAの運用を
開始
　有限会社アガリシステムサービスと情報科学研究科田村慶一
教授の共同研究の一環として、本学体育館入口横に超高密度
気象観測・情報提供サービスPOTEKAの気象計を設置し、観
測点「広島市立大学」を開設しました。観測している気象データ
は、POTEKA NETのホームページからどなたでも閲覧すること
ができ、気温をはじめとして風向・日射・雨量などの天気の状況を
リアルタイムで把握できます。

■芸術学部笠原教授による夏休み親子体験教室を開催
　2019年８月、広島リビング新聞社との共催で「夏休みに親子で
体験2019こども未来はっけん大学」を開催しました。当日は、26
組56名（大人26名、小学生30名）が参加され、『回るアニメー
ション！「のぞき絵」制作』と題して、小学生が保護者と一緒に、
16コマの絵を描いて、自分だけのアニメーションづくりに挑戦しま
した。

■国際学部の学生が長崎原爆犠牲者慰霊の会で被爆体験を
伝える紙芝居を上演
　2019年８月９日、広島で開催された長崎原爆犠牲者慰霊の会
において、国際学部３年の牧野衣里さんが長崎の被爆者（吉田
勝二さん）の体験を伝えるデジタル紙芝居の読み手を務めまし
た。

■情報科学研究科脇田講師による夏休み親子ＶＲ（バーチャル
リアリティ）体験教室を開催
　2019年８月にピアサポート子育て相談センターとの共催で「子
どもたちに夢と希望を！プロジェクト（高所体感VR＆歩行体感
VR）」を開催しました。39名（保護者18名、中学生５名、小学生
９名、園児７名）が参加され、脇田講師が「VRの現状と未来」の
テーマで講話後、ライドマシンと歩行装置による高所コースター
やマルチプレイVRを親子で体験しました。

■学生顕彰の授賞式を実施
　2019年9月、2019年度上期の学生顕彰を受賞した情報科学
研究科（博士前期課程）１年の黒田明日香さんの授賞式が行わ
れました。黒田さんは、情報処理学会コンピュータビジョンとイメー
ジメディア（CVIM）研究会の卒論セッションにおいて、優秀賞を
受賞した功績が認められました。

■学長奨励賞の授賞式を行いました
　2019年９月、2019年上期の学長奨励賞を受賞した情報科学
部4年川本祐士さんの授賞式が行われました。本学には、学力
および人物が優秀で、他の学生の模範となる学生を表彰する特
待生制度がありますが、川本さんは３年連続で特待生として選出
された功績が認められ、学長奨励賞の受賞となりました。

氏名（敬称略） 　　学　位
博士（情報工学）西本　匡志

氏名（敬称略） 　　学　位
博士（学術）繁沢　敦子

研究種目名
基盤研究（Ａ）一般
基盤研究（Ｂ）一般
基盤研究（Ｃ）一般
若手研究（Ｂ）
若手研究

研究活動スタート支援
合計

●2019年度科学研究費補助金採択状況＜研究科目別＞
計 　　

11,830千円
24,310千円
65,910千円
3,770千円
6,660千円
3,220千円

115,700千円

件数
1
5
50
3
6
3
68

区分
受託研究費・共同研究費

補助金
奨学寄附金
合計

●2018年度受託研究費・共同研究費・助成金・補助金・奨学寄附金
金額　　

98,034千円
46,526千円
14,184千円
158,744千円

件数
58
2
12
72

■外部資金の獲得
　本学の教員は、国の制度である科学研究費補助金や民間
の各種財団からの助成金などを受けて、独創的・先駆的な研
究に取り組んでいます。

国際学部 柿木伸之 教授
『ヴァルター・ベンヤミン──闇を歩く批評』
2019年９月、岩波書店
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